
問
い
合
わ
せ
▼
安
城
市
民
憲
章

推
進
協
議
会
事
務
局（
文
化
セ
ン

タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６

問
い
合
わ
せ
▼
生
涯
学
習
課（
文
化

セ
ン
タ
ー
内
／�
〈　

〉１
５
１
５
）

７６
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●
講
座
の
内
容
・
条
件　

次
の
①
〜
④
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

①
講
座
内
容
は
、
公
益
を
目
的
と
し
た
内

容
で
あ
り
、
家
庭
教
育
、
環
境
問
題
、
国

際
貢
献
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ

て
生
じ
た
課
題
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る

こ
と
。
特
定
の
宗
教
・
政
治
思
想
の
普
及

や
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

②
市
内
で
開
催
し
、
広
く
市
民
全
体
を
対

象
と
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と

③
２
回
以
上
の
講
義
ま
た
は
実
習
形
式
で

あ
る
こ
と（
講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
参

加
者
が
多
数
で
１
回
限
り
の
も
の
を
除
く
）

④
ほ
か
の
助
成
金
、
補
助
金
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

●
対
象
団
体

①
構
成
員
が
５
人
以
上
の
市
内
を
拠
点
に

活
動
す
る
市
民
団
体
で
、
構
成
員
の
過
半

数
が
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
あ
る
こ

と②
特
定
の
宗
教
及
び
政
治
思
想
の
普
及
活

動
を
し
て
い
な
い
こ
と

●
募
集
講
座
数
／
市
が
負
担
す
る
経
費

３
講
座
程
度
／
講
師
謝
礼
、
会
場
使
用
料
、

講
座
開
催
に
か
か
る
諸
経
費（
総
額
限
度

　

万
円
）

２０●
申
し
込
み　

７
月
１
日�
〜　

日�
に
、

３１

所
定
の
様
式
「
市
民
企
画
講
座
企
画
書
」

及
び
「
市
民
企
画
講
座
計
画
書
」
を
生
涯

学
習
課
へ
提
出

※
様
式
は
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

●
そ
の
他　

①
「
市
民
企
画
講
座
企
画
書
」
の
内
容
に

基
づ
き
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
後
、
採

用
す
る
講
座
を
決
定
し
ま
す

②
採
用
に
あ
た
っ
て
は
市
か
ら
の
要
望
や

条
件
を
添
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す

③
採
用
さ
れ
た
事
業
は
、
広
報
あ
ん
じ
ょ

う
、
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
市
の

刊
行
物
に
参
加
者
募
集
記
事
を
掲
載
し
、

市
民
に
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

④
講
座
終
了
後
１
か
月
後
ま
た
は
３
月　
３１

日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
に
、
所
定
の
様
式

で
結
果
報
告
書
を
同
課
へ
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す

市
民
企
画
講
座
募
集
！

講
座
の
企
画
・
運
営
を
し
ま
せ
ん
か
？

生　涯
学　習

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

②
事
業
計
画
書（
任
意
の
様
式
で
）

③
収
支
予
算
書（
任
意
の
様
式
で
）

④
会
則
・
規
約
・
定
款
な
ど
団
体
の
概
要

が
わ
か
る
も
の

●
申
し
込
み　

７
月
１
日�
〜　

日�
午

３１

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
安
城
市
民
憲
章
推

進
協
議
会
事
務
局（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）へ

※
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）を

除
き
ま
す
。

●
そ
の
他　

事
業
採
択
の
可
否
は
、
協
議

会
に
て
決
定
し
、
書
面
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
協
議
会
総
会
に
お
い
て
、
助

成
対
象
事
業
の
活
動
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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市
民
憲
章
の
普
及
を
図
る
た
め

安
城
市
民
憲
章
活
動
助
成
事
業
を
始
め
ま
す
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●
対
象
団
体　

構
成
員
が
５
人
以
上
の
市

内
で
活
動
す
る
市
民
団
体
で
、
構
成
員
の

過
半
数
が
市
内
在
住
・
在
勤
で
あ
る
こ
と

●
対
象
事
業　

市
民
団
体
が
自
ら
企
画
し

実
施
す
る
も
の
で
、
広
く
市
民
全
体
を
対

象
と
し
、
環
境
・
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
・

青
少
年
健
全
育
成
な
ど
の
公
益
的
な
事
業

※
た
だ
し
、
次
の
も
の
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

�
他
の
補
助
金
、
助
成
金
な
ど
を
受
け
て

い
る
事
業

�
営
利
、
宗
教
、
政
治
活
動
を
目
的
と
す

る
事
業

�
町
内
会
や
子
ど
も
会
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
行
う
活
動

●
助
成
方
法　

助
成
対
象
事
業
に
要
す
る

経
費
の
２
分
の
１
と
、
当
該
経
費
か
ら
入

場
料
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
収
入
を
引
い

た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
ほ
う
の
額
を　
１０

万
円
を
上
限
と
し
て
、
協
議
会
が
負
担
し

ま
す
。

●
提
出
書
類

①
活
動
助
成
事
業
申
請
書

文
化
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

市　民
憲　章

安城市民憲章
わたくしたちは、
＊たがいに助け合い、住みよいま
　ちをつくりましょう。
＊きまりを守り、良い習慣を育て
　ましょう。
＊自然を愛し、きれいな水とみど
　りのまちをつくりましょう。
＊教養を高め、若い力を育てま
　しょう。
＊健康で、明るく楽しい家庭をつ
　くりましょう。

祥
中
３
年
）、沓
名 
厚 
亮
   
（
明
祥
中
１
年
）　

こ
う 
す
け

入
選
▼
黒
田 
睦 
美
   
（
古
井
町
）、

む
つ 
み

太
田 
吉 
剛
   
よ
し 
た
け

（
明
祥
中
１
年
）、田
中
輝
   
（
西
部
小
２
年
）

あ
き
ら

【
作
文
】

最
優
秀
賞
▼
「
明
る
い
社
会
は
笑
顔
か
ら
」

鈴
木
貴
子（
明
祥
中
２
年
）　

優
秀
賞
▼
田

中 
公 
祐
   
（
明
祥
中
１
年
）　

入
選
▼
鈴
木 
芙 

こ
う 
す
け 

ふ

 
実 
子
   
（
明
祥
中
３
年
）、横
山 
裕 
規
   
（
明
祥
中

み 

こ 

ゆ
う 
き

３
年
）

広報あんじょう　2005.7.1�

問
い
合
わ
せ
▼
障
害
援
護
課

地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
明
る
い
社
会
づ
く
り
を

第　

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
７
月
１
日�
〜　

日�

５５

３１

■
今
年
の
運
動
標
語
の
入
選
作
品
が
決
ま

り
ま
し
た

　

第　

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
先

５５

立
ち
、
同
運
動
安
城
市
実
施
委
員
会
が
５

月
に
募
集
し
た
標
語
と
作
文
の
入
選
作
品

が
決
ま
り
ま
し
た
。
標
語
は
、
１
０
９
９

人
の
応
募
が
あ
り
、
西
部
小
学
校
２
年
の

長
嶋 
友  
香 
さ
ん
を
は
じ
め
、
６
人
が
入
選

ゆ
う 
か

し
、
作
文
は　

人
の
応
募
が
あ
り
、
明
祥

３９

中
学
校
２
年
の
鈴
木 
貴  
子 
さ
ん
を
は
じ
め
、

た
か 
こ

４
人
が
入
選
し
ま
し
た
。　
　
〈
敬
称
略
〉

【
標
語
】

最
優
秀
賞
▼
「
あ
い
さ
つ
は　

き
も
ち
を

む
す
ぶ　

す
て
き
な
リ
ボ
ン
」
長
嶋
友
香

（
西
部
小
２
年
）　

優
秀
賞
▼
岩�
舞
   
（
明

ま
い

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
広
報
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

●
と
き　

７
月
１
日�
午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時

●
と
こ
ろ　

市
内
ス
ー
パ
ー
、
駅
な
ど　

●
参
加
者　

保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会

会
員

■
講
演
会

●
と
き　

７
月　

日�
午
後
１
時　

分

２２

３０

●
と
こ
ろ　

市
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

（
入
場
自
由
）

●
講
師
／
演
題　

松
原 
紗 
し
ょ
う 

蓮 
尼
上
人（
浄

れ
ん

名
寺
・
西
尾
市
）
／
「
心
の 
闇 
を
照
ら
さ

や
み

れ
て
」
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福　祉

◆保護司の仕事とは
　法務大臣から委嘱された民間のボラ
ンティアで、地域の実情や習慣をよく
理解している特性を生かし、罪を犯し
た人や更生しようとしている人たちに、
生活の目標や指針を定め、補導援護を
して、そのお手伝いをしています。

◆協力雇用主になってください！
　更生保護対象者が働き場所に困って
いることから、今年度の運動期間中も
理解のある雇用主（協力雇用主）へのお
願いを重点目標としています。
　協力雇用主とは、犯罪や非行歴のあ
る人たちを差別しないで雇用して、そ
の更生に協力している人たちです。（現
在１４事業所が登録しています）

◆更生保護女性会の活動
　更生保護女性会は、女性としてある
いは母親として青少年の健全育成に努
め、更生保護活動に協力しています。
さらに、若いお母さんなどを対象に講
座を開催し、子育て支援の活動にも力
を注いでいます。

昭和４６年に
定められた
このシンボ
ルマークに
は、青少年
が太陽に向

かって咲くひまわりのよう
に明るく強く成長してほし
いという願いが込められて
います。

シンボルマークのひまわり



普通徴収での納付額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 円）

３２１１２１１１０９８７６５４月

４,０００４,０００４,０００４,０００４,０００４,０００４,０００４,４００額

※１００円未満の端数額は７月分で調整します。

第１号被保険者保険料年額表

１７年度保険料（計算方法）所得状況段階

１６，２００円（基準額×０．５）生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で市民税世帯非課税第１段階

２４，３００円（基準額×０．７５）世帯全員が市民税非課税第２段階

３２，４００円（基準額）本人が市民税非課税第３段階

４０，５００円（基準額×１．２５）本人が市民税課税で合計所得金額が２００万円未満第４段階

４８，６００円（基準額×１．５）本人が市民税課税で合計所得金額が２００万円以上第５段階
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〈
こ
ん
な
と
き
は
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
〉

　

年
度
途
中
で　

歳
に
な
っ
た
人
や
安
城

６５

市
に
転
入
し
て
き
た
人
は
、
年
金
か
ら
の

天
引
き
が
で
き
な
い
た
め
、
普
通
徴
収
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
翌
年
度
の　

月
か
ら

１０

は
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収
の
場
合

　

７
月
か
ら
平
成　

年
度
分
の
納
付
が
始

１７

ま
り
ま
す
。
納
期
は
７
月
〜
来
年
２
月
の

毎
月
で
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
の

納
付
に
な
り
ま
す
。
今
月
中
旬
に
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。

〈
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
〉

　

申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
ま
た
は
高
齢
福
祉
課
へ
。

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の
通
帳
の

届
け
出
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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■
介
護
保
険
料
の
決
め
方

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
前
年

の
所
得
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
市
で
は

下
記
年
額
表
の
と
お
り
、
５
段
階
に
設
定

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
の
納
付
方

法
は
、
受
け
取
る
年
金
の
種
類
と
額
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

〈
基
準
〉

老
齢
年
金
・
退
職
年
金
が

年
額　

万
円
以
上�
特
別
徴
収

１８

年
額　

万
円
未
満�
普
通
徴
収

１８

■
特
別
徴
収
の
場
合

　

２
か
月
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
、

２
か
月
分
の
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

か
ら
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

４
・
６
・
８
月
分
は
、
仮
徴
収
通
知
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
保
険
料
が
確

定
し
ま
す
の
で
、
今
月
中
旬
に
１
年
間
分

（
４
月
〜
来
年
３
月
分
）の
確
定
保
険
料
と

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の　

月
か
ら
特
別
徴
収
に

１０

な
る
人
は
、
４
月
〜
９
月
の
６
か
月
分
の

保
険
料
を
７
・
８
・
９
月
の
３
回
に
分
け

て
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

６５

介　護
保　険

問
い
合
わ
せ
▼
高
齢
福
祉
課

例　保険料第３段階（年額３万２４００円）の場合

特別徴収での納付額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 円）

３２１１２１１１０９８７６５４月

５,４００５,４００５,４００５,４００５,４００５,４００額

※保険料段階が前年度と同じ場合です。

広報あんじょう　2005.7.1�

自然に抱かれている私たち�

－2005年夏－�山登りが趣味の市長が、季節ごとに、その時の思いを語るコーナーです�

さ
ら
に
数
十
歩
を
進
む
と
い
う
単
調

な
動
作
を
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
繰
り

返
す
う
ち
に
、
や
が
て
山
々
は
そ
の

 
全  
貌 
を
現
し
て
く
れ
る
。
大
自
然
に

ぜ
ん 
ぼ
う

溶
け
込
ん
で
い
る
自
分
を
実
感
で
き

る
瞬
間
で
あ
る
。

　
 
神  
 々
し
い
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
に
接

こ
う 
ご
う

す
る
と
、
改
め
て
「
大
自
然
が
、
私

た
ち
人
間
を
生
か
し
て
く
れ
て
い
る
」

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

人
工
的
に
環
境
が
制
御
さ
れ
て
い

る
都
市
空
間
の
中
で
は
、
人
間
が
自

然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
の
よ

う
な
錯
覚
に
陥
り
や
す
い
。
山
の
原

始
に
近
い
世
界
で
は
、
そ
れ
が
人
間

の
愚
か
な
自
己
過
信
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
る
。

　

東
洋
に
は
古
来
よ
り
、
大
自
然
と

人
間
は
本
来
別
々
の
存
在
で
は
な
く
、

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
思
想

が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
素
朴
な
思
想

が
、
故
郷
の
山
や
海
や
川
を
大
切
に

す
る
文
化
を 
育 
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ

は
ぐ
く

う
。

　

山
で
感
じ
た
「
大
自
然
に
抱
か
れ

た
生
あ
る
私
」
と
い
う
、
謙
虚
な
ひ

と
り
の
人
間
と
し
て
の
自
覚
。
日
常

生
活
で
は
、
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な

そ
の
感
覚
を
、
皆
さ
ん
に
も
思
い
出

し
て
欲
し
く
、
筆
を
と
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、

久
し
ぶ
り
に
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
々

に
登
り
、
し
っ
か
り
と
心
の
洗
濯
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

長
野
県
の
豊
科
方
面
か
ら 
常 

じ
ょ
う 
念  
岳 
ね
ん 
だ
け

を
越
え
、 
蝶 
ち
ょ
う 
ヶ  
岳 
に
縦
走
し
一
泊
。

が 
た
け

そ
の
後
、
上
高
地
へ
下
り
、
さ
ら
に

二
日
が
か
り
で
槍
ヶ
岳
を
往
復
す
る

と
い
う
行
程
で
あ
る
。

　

上
り
下
り
の
続
く
連
日
十
時
間
近

い
山
歩
き
は
、
さ
す
が
に
き
つ
い
も

の
だ
が
、
心
の
中
で
大
自
然
と
静
か

な
会
話
を
楽
し
め
る
ひ
と
時
も
あ
り
、

単
調
な
つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
が
延
々

と
続
く
訳
で
は
な
い
。

　

空
気
の
薄
い
三
千�
級
の
世
界
。

残
雪
に
覆
わ
れ
た
厳
し
い
登
り
斜
面

で
は
、「
苦
し
い
」
以
外
に
ほ
と
ん
ど

何
も
考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
苦
し
さ

を
こ
ら
え
数
十
歩
を
進
み
、
立
ち
止

ま
っ
て
乱
れ
た
呼
吸
を
整
え
、
ま
た蝶ヶ岳から眺めた穂高連峰

　「チーム・マイナス６％」は、今年４月２８日に小泉首相をチームリーダーとして発足した国民的プロジェクト
です。京都議定書による日本の温室効果ガス削減目標である " マイナス６％" の達成に向けて、個々で行動する
のではなく、みんなで一つの " チーム " のように力を合わせ、チームワークの意識を持ち、一丸となって地球温
暖化防止に立ち向かいます。安城市は、このプロジェクトに地方自治体として、６月３日に参加登録しました。

　特に９月までは「夏の軽装」「冷房温度の２８�設定」「エコ製品への買い替え促進」「節水」の４テーマを中心に
取り組むことを呼びかけています。
　市では、地球温暖化防止と省エネルギーのため、職員の「夏の軽装」の率先行動として６月～９月までの４
か月間、ノーネクタイを推奨し、市の全公共施設で冷房温度を２８�に設定しています。
　皆さんも、この「チーム・マイナス６％」の主旨を理
解し、季節感のある軽装に心がけ、日ごろから省エネ・
省資源に努めましょう。

問い合わせ ▼環境都市推進課

地球温暖化防止の国民運動『チーム・マイナス６％』に積極的なご参加を！

チーム・マイナス６％が提案する温室効果ガス削減のための６つ具体的な行動

●冷房は２８�に設定しよう（温度調節で減らそう）
●蛇口はこまめにしめよう（水道の使い方で減らそう）
●エコ製品を選んで買おう（商品の選び方で減らそう）
●アイドリングをなくそう（自動車の使い方で減らそう）
●過剰包装を断ろう（買い物とごみで減らそう）
●コンセントをこまめに抜こう（電気の使い方で減らそう）


